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三
六

国
税
関
係
法
令
に
係
る
行
政

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省

令
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す

る
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
添

付
書
面
等
を
定
め
る
件

二
六

四

〇
文
部
科
学
省

一
六
三

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業

料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条

第
一
項
第
二
号
イ
、
ロ
及
び

ハ
の
各
種
学
校
及
び
団
体
を

指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

八

三

一
六
四

補
助
事
業
者
等
が
補
助
事
業

等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効

用
の
増
加
し
た
財
産
の
う
ち

処
分
を
制
限
す
る
財
産
及
び

補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得

し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た

財
産
の
処
分
制
限
期
間
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
九

四

一
六
五

公
立
博
物
館
の
設
置
及
び
運

営
上
の
望
ま
し
い
基
準
の
全

部
を
改
正
す
る
件

二
〇

三

一
六
六

専
門
士
の
称
号
の
付
与
に
関

し
文
部
科
学
大
臣
が
専
門
士

と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
専

修
学
校
専
門
課
程
と
し
て
個

別
に
認
め
た
件

二
二
279

一
八

一
六
七

専
門
士
の
称
号
の
付
与
に
関

し
文
部
科
学
大
臣
が
個
別
に

認
め
た
専
門
士
と
称
す
る
こ

と
が
で
き
る
専
修
学
校
専
門

課
程
に
つ
い
て
そ
の
名
称
を

変
更
し
た
件

二
二
279

二
三

一
六
八

専
門
士
の
称
号
の
付
与
に
関

し
文
部
科
学
大
臣
が
個
別
に

認
め
た
専
門
士
と
称
す
る
こ

と
が
で
き
る
専
修
学
校
専
門

課
程
を
廃
止
し
た
件

二
二
279

四
〇

一
六
九

専
門
士
の
称
号
の
付
与
に
関

し
文
部
科
学
大
臣
が
個
別
に

認
め
た
専
門
士
と
称
す
る
こ

と
が
で
き
る
専
修
学
校
専
門

課
程
と
し
て
要
件
に
適
合
し

な
く
な
っ
た
と
認
め
た
件

二
二
279

四
七

一
七
〇

高
度
専
門
士
の
称
号
の
付
与

に
関
し
文
部
科
学
大
臣
が
高

度
専
門
士
と
称
す
る
こ
と
が

で
き
る
専
修
学
校
専
門
課
程

と
し
て
個
別
に
認
め
た
件

二
二
279

四
七

一
七
一

高
度
専
門
士
の
称
号
の
付
与

に
関
し
文
部
科
学
大
臣
が
個

別
に
認
め
た
高
度
専
門
士
と

称
す
る
こ
と
が
で
き
る
専
修

学
校
専
門
課
程
に
つ
い
て
そ

の
名
称
を
変
更
し
た
件

二
二
279

四
八

一
七
二

高
度
専
門
士
の
称
号
の
付
与

に
関
し
文
部
科
学
大
臣
が
個

別
に
認
め
た
高
度
専
門
士
と

称
す
る
こ
と
が
で
き
る
専
修

学
校
専
門
課
程
を
廃
止
し
た

件

二
二
279

四
九

一
七
三

高
度
専
門
士
の
称
号
の
付
与

に
関
し
文
部
科
学
大
臣
が
個

別
に
認
め
た
高
度
専
門
士
と

称
す
る
こ
と
が
で
き
る
専
修

学
校
専
門
課
程
と
し
て
要
件

に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認

め
た
件

二
二
279

四
九

一
七
四

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百

五
十
条
第
三
号
の
専
修
学
校

の
高
等
課
程
等
を
定
め
る
告

示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

二
二
279

五
〇

一
七
五

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
百

五
十
五
条
第
一
項
第
五
号
の

専
修
学
校
の
専
門
課
程
等
を

定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示

二
二
279

五
一

一
七
六

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業

料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条

第
一
項
第
二
号
イ
、
ロ
及
び

ハ
の
各
種
学
校
及
び
団
体
を

指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
八

四

〇
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省

三

仮
払
金
の
支
払
の
請
求
書
及

び
当
該
請
求
書
の
記
載
事
項

の
変
更
に
係
る
届
出
書
の
様

式
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

二
八
284

八
六

〇
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省

四

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

交
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

二
七

五

〇
文

化

庁

六
三

史
跡
を
管
理
す
べ
き
法
人
を

指
定
す
る
件

六

五

〇
厚
生
労
働
省

四
四
七

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
生
物
の
公

表
を
行
う
件

一

四

四
四
八

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
登
録

検
査
機
関
の
製
品
検
査
を
行

う
事
業
所
を
設
置
し
た
件

一

四

四
四
九

健
康
保
険
組
合
の
解
散
を
認

可
し
た
件

六

五

四
五
〇

健
康
保
険
組
合
の
名
称
を
変

更
し
た
件

六

五

四
五
一

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

六

五

四
五
二

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関

す
る
特
別
措
置
法
第
三
十
三

条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

金
融
機
関
を
定
め
る
件

一
六
272

三
八

四
五
三

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
起
因
し
て
生

じ
た
事
態
に
対
応
す
る
た
め

の
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規

則
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
場
合
を
廃
止
す

る
件

一
六
特55

二

四
五
四

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
三

十
八
条
の
七
か
ら
第
三
十
八

条
の
九
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
休
業
補
償
の
額
の
算
定

に
当
た
り
用
い
る
率
を
定
め

る
件

一
九
274

一
八

四
五
五

厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
五

条
の
二
に
規
定
す
る
責
任
準

備
金
に
相
当
す
る
額
の
算
出

方
法
に
関
す
る
特
例
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
〇

四

˜œ
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